
【準備するもの】

①種籾
②黒顔料(H準355)5k8P[袋入

③バインダー(専用消石灰)lk8PE袋入

④水に粒用)

機械 と用臭

⑤セ メン ト用 ミキサー (上下方向 .回転速度 可変型が望ましい
⑥散水器は薬用噴霧器でも可)
⑦フタ付ポリ′ヽケツ(資材を混ぜ合わせるため)
⑧ヘラまたはスコップ

⑨保護用メガネ・マスク・手袋

籾
屹 燥ベース) くHV-335)

X種子消毒済の籾をご使用ください。熱が出ないので
温消毒はできません。
×積算温度約80C～90てで前処理した籾(鳩胸 催芽籾)
も造粒できます。

※鉄コーティングを利用されていた方(ま「焼石膏」で

代用可能です。

く原料開封後の措置について〉
.黒顔料目子335は .テープか輪ゴムで封をし.
乾保した場所に置けば永年品質の劣化はこさいません。
バインダー(専用消石灰)は .その性質上吸湿硬化しますので.
開封後の残りは畑などに散布して下さい。

【作業場所】 雨渥りのなしL乾燥した場亜工昼料の遺き場所立口昼

【標準原料配含比 (当社推奨 )】

黒顔料 バインダー
(専用消石灰 )

0.1

多量になって しまつた場合 .

0.5

(籾 4 0kgの場合→籾1 0kg:黒顔料5kg:バインダーl kg)

×WSC用イネのような種籾が食用イネよりも大きい籾の場合.配合が,012.5:0.5で仕上がります。
※標準配合表の4015:1の場合は.当社の梱包パツクを開封してそのまま利用できます。
×基本的には経験の慣れ 不慣れがあり.自由裁量で使用しやすいように使用者様がお決めください。

【コーティング作業工程】
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(種籾は多少濡れた状態でも大文夫で
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ンダーの混合物3分の4を投入し.
瞭露器を蹟きながら造粒を開始しま
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■3回 日の投入
粉末がな くな りましたら.最後の里
顔料 .バ インター混合物をミ■サー
に入れて仕上げて行きます。

■乾燥方法
造粒時の余計な水分を取り除くため
と養生のため、造粒後迷菫(こめぶ

への付着が良 にな ります .

て い (ブルーシー
卜に て です。)
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■保管方法
鳩靡 催芽籾のコーティング処理後
自然乾燥させてから米袋 .ネ ットで

塗壺盤 菫(製ョ⊆以I)し て頂きますと
60日 間は発芽率が落ちません。
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うにして下さ0■_途中で粉末がミキ
サーの底に残留してないかを確認し
て下さい。
■2回目の投入
粉末がなくなりましたら、混合物3
分の1を 回転 しているこキサーに入
れて、同じように瞭霧器で水を瞭き
ながら造粒します。

終ヱ

`」
L_(種籾同士がくつ付いたり

しませんので.お水をしつかりと蹟
き掛けて仕上げて下さい。 )

鉄黒コート使用方法
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